
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KF3 

科目ｺｰﾄﾞ 402100 

科  名 アパレル技術科 3年生産システムコース 

科目名 CAD グレーディング 

単  位   単位 

授業期間 前期  （ １年 ） 
 
担当教員(代表)： 共同担当者： 佐久間 一夫 

 
 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

グレーディングの基礎・知識・実務レベル・CADオペレーション操作方法の理解・習得 

  

コマ 内 容 時間 詳細 

1 ハンドグレーディングの講義（基礎―タイトスカート） 1.5 カリキュラムの内容の説明、切開方式（スカート）展開 

2 ＣＡＤグレーディングの説明（タイトスカート） 1.5 ＣＡＤで展開する（後スカート・前スカート・ベルト） 

3 ＣＡＤグレーディングの講義（基礎―パンツ） 1.5 ＣＡＤ上にて切開方式で（後パンツ・前パンツ）展開 

4 ＣＡＤグレーディングの説明（パンツ） 1.5 ＣＡＤで展開する（後パンツ） 

5 ＣＡＤグレーディングの説明（パンツ） 1.5 ＣＡＤで展開する（前パンツ） 

6 ＣＡＤグレーディングの講義（基礎―シャツ・身頃） 1.5 ＣＡＤ上にて切開方式で展開する 

7 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ・身頃） 1.５ ＣＡＤで展開する 

8 ＣＡＤグレーディングの講義（基礎―シャツ・袖、衿） 1.5 ＣＡＤ上にて切開方式で（袖・カフス・衿）展開 

9 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ・袖、衿） 1.5 ＣＡＤで展開する 

10 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ・全体） 1.5 ＣＡＤで展開する（全般見直し） 

11 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ・全体） 1.5 ＣＡＤで展開する（全般見直し） 

12 ＣＡＤグレーディングの説明（スカート・パンツ） 1.5 前期末中間試験・対策準備・おさらい 

13 ＣＡＤグレーディングの説明（スカート・パンツ） 1.5 前期末中間試験・対策準備・おさらい 

14 ＣＡＤグレーディングの説明（スカート・パンツ） 1.5 前期末中間試験・答え合わせ・説明 

 
評価方法・対象・比重 

学年末試験・・・80％  授業・課題・宿題への取り組み方態度・・・20％ 

 
主要教材図書 東レグレーディング・マニュアル（D0・S0・T0・R0） 

参考図書 文化服装学院編・グレーディング書籍 

その他資料 グレーディングの説明資料、パターン、他 
  

   

載者氏名 佐久間 一夫 

  

授業の特徴と担当教員紹介 

企業でのアパレル CADシステム操作及びグレーダーとしての経験およびアパレル CADの社員教育などの経験をもとに実践

指導を実施 

2023年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KF3 

科目ｺｰﾄﾞ 402100 

科  名 アパレル技術科 3年生産システムコース 

科目名 CAD グレーディング 

単  位   単位 

授業期間 後期  （ １年 ） 
 
担当教員(代表)： 共同担当者： 佐久間 一夫 

 
 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

グレーディングの基礎・知識・実務レベル・CADオペレーション操作方法の理解・習得 

  

コマ 内 容 時間 詳細 

1 ハンドグレーディングの講義（テーラージャケット・後身頃） 1.5 カリキュラムの内容の説明、切開方式（CADで）展開 

2 ＣＡＤグレーディングの説明（テーラージャケット・後身頃） 1.5 ＣＡＤで展開する（後身頃） 

3 ハンドグレーディングの講義（テーラージャケット・脇身頃） 1.5 切開方式（CADで）展開 

4 ＣＡＤグレーディングの説明（テーラージャケット・脇身頃） 1.5 ＣＡＤで展開する（脇身頃） 

5 ハンドグレーディングの講義（テーラージャケット・前身頃） 1.5 切開方式（CADで）展開 

6 ＣＡＤグレーディングの説明（テーラージャケット・前身頃） 1.5 ＣＡＤで展開する（前身頃） 

7 ハンドグレーディングの講義（テーラージャケット・袖） 1.５ 切開方式（CADで）展開 

8 ＣＡＤグレーディングの説明（テーラージャケット・袖） 1.5 ＣＡＤで展開する（袖） 

9 ハンドグレーディングの講義（テーラージャケット・衿） 1.5 切開方式（CADで）展開 

10 ＣＡＤグレーディングの説明（テーラージャケット・衿） 1.5 ＣＡＤで展開する（衿） 

11 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ） 1.5 学年末試験・対策準備・おさらい 

12 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ） 1.5 学年末試験・対策準備・おさらい） 

13 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ） 1.5 学年末試験・対策準備・おさらい 

14 ＣＡＤグレーディングの説明（シャツ） 1.5 学年末試験・対策準備・おさらい 

 
評価方法・対象・比重 

学年末試験・・・80％  授業・課題・宿題への取り組み方態度・・・20％ 

 
 
主要教材図書 東レグレーディング・マニュアル（D0・S0・T0・R0） 

参考図書 文化服装学院編・グレーディング書籍 

その他資料 グレーディングの説明資料、パターン、他 
  

  

載者氏名 佐久間 一夫 

  

授業の特徴と担当教員紹介 

企業でのアパレル CADシステム操作及びグレーダーとしての経験およびアパレル CADの社員教育などの経験をもとに実践

指導を実施 

2023年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

科ｺｰﾄﾞ  科 名アパレル技術生産システム 3 年

科目ｺｰﾄ KF31102300 科目名 ニット生産実習 

単  位   30koma 

授業期間 2022,4,20～2022,1,25 

担当教員(代表)：マレイ(有) 西川 真令、 共同担当者：マレイ(有) 中川絵里奈 

教育目標・レベル設定など 

丸編みカットソーの立体裁断とパターン、縫製の基礎的知識と応用 

美しいシルエットを作る立体裁断のパターンとカットソー縫製指導。

授業概要＝テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先、 

講義とパターン作図と縫製実習内容

丸編みのニットジャージー素材の基礎知識と各種カットソーミシン縫製技術習得 

美しいシルエットの基礎知識を立体裁断で取得 

パターン作図技術、縫製、プレス、袋縫い納品までの実践指導 。

カットソー丸編み概論・・丸編みを中心にしたニット素材のパターン製作と縫製の基本的知識の

習得。パリコレや東京コレクションでの豊富な経験と知識の情報を伝える。

講義  ＃1,2 
カットソー立体裁断指導

ピンワーク V 衿 T シャツとタンクトップの 2 型実践指導

講義   #2,3 
立体裁断の作図

ダーツ無しの美しいシルエットパターンの立体裁断の実習指導

人間工学に沿った着やすい作図 

工業パターンの習得と高級感のある縫い方技術指導を教える。

前身頃･後身頃が 1 枚のパターンで立体裁断作図指導。 
ノーダーツの美しいバストシルエット、

立体裁断の基礎実習     衿の立体裁断考察カッティングの指導 縫製実習 
ダーツ無しの美しいシルエットパターンの立体裁断習得 人間工学に沿った着やすい作図  工業パタ

ーンの習得と高級感のある縫い方指導をもって教える。

V 衿 T シャツとタンクトップ 2 型縫製実習 
マチ針を使わないで縫い上げる現代縫製工場の指導、

生地の地の目を理解させた基礎縫製と made in Japan の上級縫製仕上げを

原則として指導。

カットソーにおける W 付け衿とバインダー衿の基本的縫い方の習得、衿ネ

ーム付け、選択絵表示、プレス、ビニール袋詰め、検品検針の商品として

の実践的商品作りの縫製指導をする。

縫製実習  #7,8,9,10 

    天竺 T シャツ縫製 
タンクトップはバインダー仕上げ肩合わせ縫いのイージーな作りでなく

 難度の高い接ぎを見せない作りを指導

 常にパリコレ等を目指す高級仕立て縫製を教える。

２０２３年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部  １ 



プリント入り裏毛パーカー（木グレー30/10 綿裏毛とテレコ） 
インクジェットプリントのクラス統一の企画ロゴイラスト

各自パーカーの平面作図の製作と、裁断。 講義指導   #11,12

服の常識・重ね会わせのフードの考え方指導

杢グレー裏毛 30/10 の生地解説、多種フードのデザイン解説、 
カンガルーﾎﾟｹｯﾄの縫製、テレコリブの縫製考察、

付加価値を上げる縫い方衿折伏せテープの仕上げ縫製、

   縫製実習  ＃13,14,15,16,17,18 

製品染めポロ衿シャツ

アパレル企業では一度は企画するであろう製品染めの経験を指導する

精錬綿糸の縫製指導、綿鹿の子解説、

ポロ衿あき 男明き、女明き前立て作図  講義指導 
#19.20,23,24 

321,22 
編立てリブ、袖リブ、衿織り伏せテープの編みたて発注。

リブの耳を使う高級仕上げ縫製指導 一枚のパターンで作る前立て

縫製、一枚のパターンで作る片玉縁ﾎﾟｹｯﾄ、袖口リブの高級仕上げ、

クラッシック・スリット縫製指導

縫製実習   #25,26,27,28 
      提出が遅れている生徒は 1 月に縫製仕上げを見る。 

部分縫い「見本帳」製作

卒業生にとって企画管理の必要となるカットソーの各種特殊ミシンの

見本帳作り、

グループ製作で合理的に 20 ページ近く作ります 
デザイン解説とミシン仕様の考えを載せたファイル

縫製実習   #29.30 

評価方法・対象・比重 

実技評価 Ｓ Ａ B C
主要教材図書 洋書、ネット各種情報 
「カットソー立体裁断・縫製」西川真令 

その他資料  パリコレ等のサンプル縫製した素材や海外の資料参考見本とする 

授業の特徴と担当者員紹介 

特徴：  
丸編みカットソーの先駆的縫製仕上げ、特許を含めた、シルエットはパリオートクチュールレベルの 
ノーダーツの美しいシルエットの立体裁断の指導、
現在の日本人デザイナーの問題点を越えた、ノーダーツで美しいバストシルエットと美しい衿のデザイン指
導。
縫製はイージーな開発国的縫製ではなく クラッシックは基本縫製を含めての現代縫製のマチ針を使わない
高度な縫製を



簡単に教えること、一枚のパターンで作られる創造的な既製服パターンを指導すること。 
実践教育としての考え、社会に出て即 就職した企業で活用できるパターン･縫製・デザインの指導教育。 

担当者員紹介： 
大学卒業後文化服装学院服飾産業科編入学 デザイン科在学中に川上三郎繁三郎や山本寛斎のカンサイスポ
ーツの仕事をする、㈱寛斎 入社後国内チーフデザイナーでパリコレを手伝う、帰国後は㈱アルファーキュウ
ビック、㈱菊池武夫でデザイナー後、 
1985年マレイ(有)設立 ㈱イッセイミヤケ、㈱ヨウジヤマモト、ナカノヒロミツ等のサンプルと量産を手がけ
る、現在もトーガ、アンダーカバー、ヨウヘイオウノ、ビアンカ、コズミックワンダー等デザイナーブランド
を手がけ、幾多の特許取得と TV ショッピング等に企業活動をしている。 

記載者書名欄 西川真令 



科ｺｰﾄﾞ  KF3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科 3年生産システムコース 

科目名 生産管理各論 製品企画 

単  位 単位 

授業期間 （ ） 

担当教員(代表)：丹羽一友 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

日本におけるファッションビジネスの状況を理解し複雑化する業務内容の中で学生自身がトライしたいと思える

役割を見つけ実際のビジネスで即戦力になれる事を目的とした講義内容の設定とする。 

【授業計画】前期（各 1 コマ） 

➀国内マーケットについて

日本におけるファッションビジネスを取り巻く現在の環境を理解する 

➁国内の流通の仕組みについて

日本のファッションビジネスを構成している各パートとその役割を理解する 

➂ブランディングについて

「ブランド」の意味と構築の方法、維持までを理解する 

➃販売計画：SPA 編

SPA における販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する 

⑤販売計画：アパレル（卸売業態）編

卸アパレルにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する 

⑥販売計画：アパレル（OEM）編

OEM アパレルにおける販売計画作成の仕方、商品の調達方法などを理解する 

⑦商品企画：SPA 編

SPA における商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する 

⑧商品企画：アパレル（卸売業態）編

卸アパレルにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する 

⑨商品企画：アパレル（OEM）編

OEM アパレルにおける商品企画から生産指示まで具体的な業務を理解する 

⑩生産管理概論

生産管理の主なる業務内容と企画との連携などを具体的に理解する 

⑪生産管理概論

生産管理の現状（流通形態による違い）と役割、業務内容を理解する 

⑫その他のセクションについて：営業、販売、ディストリビューター

企画、生産と両輪にある売り上げを生むセクションについて具体的な業務を理解する 

⑬ファッションビジネスのこれから

ファッションビジネスが抱える問題と課題、これからの展開を理解する

【評価方法】 

主要教材図書

参考図書 

その他資料 

記載者氏名 丹羽一友 

授業の特徴と担当教員紹介 
企業における商品企画、生産管理、営業統括の経験をもとに、製品企画の実践的なな知識と技術を学ぶ授業を実施 

２０２３年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 



科ｺｰﾄﾞ  12313 

科目ｺｰﾄﾞ 401300 

科  名 アパレル技術科３年 生産システムコース 

科目名 生産企画各論 製造企画 

単  位 １    単位 

授業期間 後期 

担当教員(代表)：中村 宏 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

[到達目標]：アパレル製造は、グローバルサプライチェーンの中で展開されるが、この現状を把握し、アパレル 

製造の機能と方法を理解する。また、日本のアパレル生産の現状を理解し、今後の取り組み課題に 

ついて各自考察する。 

[レベル設定]：工業製品であるアパレルの製造に必要な機能と製造方法、管理方法を概念的に理解できる程度。

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数

1 日本と世界のアパレル市場の現状と課題を知る 講義 1 

2 日本のアパレルの発展と衰退の過程から構造的な問題点を学ぶ 講義 1 

3 世界のアパレル生産の実情とこれからの方向性を学ぶ 講義 1 

4 最新の縫製機械の種類・機能・性能を実際に見て学ぶ 見学 1 

5 アパレル生産の基本である人体計測とサイズ展開を学ぶ 講義 1 

6 アパレル生産の設計・製造過程を知る 講義 1 

7 IE手法の内、稼働分析の知識と技法を学ぶ 講義・実習 1 

8 IE手法の内、工程分析の知識と技法を学ぶ 講義・実習 1 

9 IE手法の内、動作時間研究・標準時間の知識と技法を学ぶ 講義・実習 1 

10 工場の縫製ラインの具体的な生産方式の設計内容を学ぶ 講義・実習 1 

11 合理的な工場レイアウトと設備配置について学ぶ 講義・実習 1 

12 多品種少量生産での課題と、アイテム・ロットに応じた生産システムについて学ぶ 講義・実習 1 

13 納期管理のための計画策定と進度管理の実際を学ぶ 講義・実習 1 

【評価方法】 

２/３以上の出席、授業態度、ミニテスト、レポート、試験成績などを総合的に評価する。 

主要教材図書 [教科書] アパレル生産講座⑫アパレル製造企画、配布資料 

参考図書 

その他資料 

記載者氏名 中村 宏 

授業の特徴と担当教員紹介 
[特徴]   基本的な技法や知識に加え、実際の世の中の動きや取り組みの最先端の内容を、教員の実際の活動や知識と

合わせて教える。 
[教員紹介] 企業活動を通じ、世界のマーケットの最新の動きを把握するとともに、業界活動を通じ最先端の技術開発の

企画推進にも携わっており、世の中のこれからを学生に問いかける。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 



科ｺｰﾄﾞ    12303 

科目ｺｰﾄﾞ 401400 

科  名 アパレル技術科３年・生産システムコース 

科目名 生産管理各論 品質管理 

単  位 単位１ 

授業期間 後期 

担当教員(代表)：大峠 敬三 共同担当者： 坂田 候晋 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル・小売企業が求める審美性、コスト、納期と消費者が求める品質を備えた製品を生産するために必

要な品質管理について基本的な知識と、実際の現場を踏まえた情報を合わせ、より現実的な知識と技術を学

ぶ。

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コ

マ数、他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先

内 容 方法 コマ数

.品質管理とは？ 

・アパレル、小売り各社の品質管理の考え方

・アパレル製品の企画から販売まで

講義 １ 

繊維の種類と特性 

・各種繊維の種類や特性、染色について

・織物・編物の特性と物性について

講義 １ 

繊維製品の品質評価 

・染色堅牢度、寸法変化率、物性の各試験と評価方法

・機能素材の評価方法

・検査結果を製品づくりに活かす

講義 １ 

アパレル業界に関連する法律（表示関連）について

・家庭用品品質表示法と取扱い絵表示

・景品表示法

・表示○×クイズ

講義 １ 

. 製品品質における安全管理 

・アパレル製品の安全管理

・作ってはいけない、販売してはいけない製品

講義 １ 

繊維製品の取扱いとお客様からの事故事例 

・着用、洗濯とクリーニング、保管

・苦情発生時の対応と調査、再発の防止策

講義 １ 

生産における品質とは？ 

・アパレル製品に求められる品質

・アパレル製品が作られる上でのパート別役割

講義 １ 

.生産における品質管理① 

・ルーティーンワークと品質管理

・素材選びの品質管理

講義・グループ活動 １ 

生産における品質管理②  

・海外生産の品質管理 講義 １ 

.設計作業の品質管理 

・パタンナーの品質管理

・設計段階で起こる問題事例と解決策

講義 １ 

.製造工場の品質管理① 

・外注担当者の実務とは

・工場選択の物差し

講義 １ 

製造工場の品質管理② 

・外注担当者の質

・外注指示による問題事例とその解決策

講義 １ 

工場内危険物・備品管理 

・工場内の管理方法

・工場指導のポイント

外観検査（検品）の品質管理

・外観検査（検品）とは

・外観検査の方法と判定

・外観検査をすることに関する注意点

・物流の品質管理輸送、保管の品質管理

講義 １ 

消費者窓口の品質管理 

・お申し出における企業

・問題に対応する心構え

講義 １ 

. 

【評価方法】 期末試験７０％ 出欠席１５％ 授業姿勢１５％ 

主要教材図書 アパレル品質論・アパレル品質管理 

参考図書 

その他資料 

２０２３度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 



記載者氏名 大峠 敬三 

授業の特徴と担当教員紹介

企業での品質管理業務の経験をもとに、アパレル・小売企業が求める審美性、コスト、納期と消費者が求める品質を

備えた製品を生産するために必要な品質管理について基本的な知識と実際の現場を踏まえた情報を合わせ、より現実

的な知識と技術を学ぶ授業を実施 



科ｺｰﾄﾞ  12313 科  名 アパレル技術科 生産システムコース３年 

科目ｺｰﾄﾞ  65801 科目名 アパレル貿易実務 

単  位 １ 

授業期間 後期 

担当教員(代表)：  神場 教彰 共同担当者： 

教育目標・レベル設定など 

・アパレル生産、特に海外との取引事情、流通や貿易の流れ、それに付随する経済・社会情勢などの環境についての概

略を理解する。 

・アパレルメーカーのスタッフとして業務遂行可能な貿易実務の基礎知識を習得し、関連用語を理解する。

授業概要＝テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

１．海外生産の重要性 （講義 ２コマ） 

・日本の衣料品生産と輸出入の推移

・繊維製品の主要国別輸入の推移

２．貿易取引実務について （講義 ９コマ） 

・貿易の仕組みと流れ

・信用状の基礎知識

・海上貨物保険・貿易保険

・代金決済

・輸出実務

・輸入実務

３．海外流通事情について （講義 ４コマ） 

・外国為替相場

・先物予約

・アパレル貿易・生産の現状

評価方法・対象・比重    出席による評価 ８０％ 課題提出物（ワーク） ２０％ 

主要教材図書  なし 

参考図書  なし 

その他資料  私製資料配布 

授業の特徴と担当教員紹介 

海外企業でのデザイナーやアパレル企業経営の経験をもとに、アパレル生産の特に海外との取引事情、流通や貿易の流れ、そ

れに付随する経済・社会情勢などの環境についての概略を理解し、アパレルメーカーのスタッフとして業務遂行可能な貿易実

務の基礎知識を習得し、関連用語を理解する授業を実施 

記載者書名欄 神場 教彰 

２０２３年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部  
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